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11 a より 22 a 。 213,22,11  より 43 a 。 

4217,426,415,44,213,22,11  より 84 a 。 

12  n
na と予想できるので、これを示す。 

 

今、 n個の自然数 12 2,,2,2,1 n のうち 1個以上を重複なく取り出して和をとると、 

1から 12 n までのすべての自然数が作れることを数学的帰納法で示す。 3,2,1n については成立。 

 

kn  のとき、 k 個の自然数 12 2,,2,2,1 k のうち 1個以上を重複なく取り出して和をとると、 

1から 12 k までのすべての自然数が作れると仮定する。 

 

このとき、 1k 個の自然数 kk 2,2,,2,2,1 12  について 

k2 は k2 で作れる。 

12 2,,2,2,1 k で1から 12 k が作れるので、 )12(2,,22,12  kkkk  も作れる。 

したがって、1から 12 1 k までのすべての自然数が作れるので、 1 kn でも成立。 

 

以上により仮定は示されたので、 12  n
na  ……(答) 

 

 

(注) 

na を二進法で表記すると、 
個1

001

n

となる。 


